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■ 　書　評　■

柴野 昌山 ［編］

『青少年 ・若者の 自立支援
一

ユ
ー

ス ワ
ー

クに よ る学校 ・ 地 域 の再生
一

』

日本女子 大学　田 中　雅文

　 再 帰的近 代 と もい われ る現 代の 社会 で

は
， 準拠す べ き確 固 た る社会の 枠組が 消

滅 し， 人生 の 選 択 とそ の 結果 はす べ て 個

人 の 責任 に帰着する こ ととな っ た 。
ベ ッ

ク （Beck，　U ）やバ ウ マ ン （Bauman ，　Z．）

の 主張す る 「個人化」の 進行で あ る 。 し

か も， ギデ ン ズ （Giddens，　A ．）が 「再 帰

的プ ロ ジ ェ ク トと して の 自己」 とい う言

葉で 表現す る ように ， 現 代 にお け る自己

は
， 日ま ぐる し く変わ る 諸制度や専門 的

な知識体系 とい っ た非人間的な抽 象情報

に照 ら して ， 再帰的 に 更 新 し続け られ な

けれ ば な ら な い
。 こ の よ うに ，現 代 の

人 々 は個 人の 責任 で 抽 象情報 を も と に常

に 自己を更新 し続 ける とい う， とて も困

難 な課題を突 きつ けら れ て い る e と くに ，

こ れか ら人生 を確 iltlさせ る段 階 に ある青

少年
・
若者 に と っ て ，安定的 なア イデ ン

テ ィ テ ィ を形 成 して 自立 を成 し遂 げる こ

とは
， 至難の 技 とい っ て よ い

。

　本書は
， 青少年 ・若者の 白立 をめ ぐる

上記の よ うな 問題 に答 えよ うとす る意欲

的 な文献で あ る 。 「まえが き」 と序章及

び第 1章 に提示 されて い る 本書の 趣 旨は ，

次の とお りで あ る 。

　青少 年
・若者の 自立 を促す社 会体制 が

崩れ た現 代社会で は ， 自立の 条件として

の シ テ ィ ズ ン シ ッ プ （市民的
・
制度的

・

社 会的 な権利 と義務 ）を彼 ／彼女 た ちに

付与す るため に ，人 間の 主体性 を重 視 し

社会 と個人 との 新 しい 関 係を模索す る ポ

ス ト近代型 の 「自己成長モ デ ル 」が 求め

られ る 。 そ の た め に は ， 「ボ ラ ン タ リー

なグル
ープ参加が人間を育て る」 （7頁）

とい う概念枠 に 基づ き， 個人 の 解放や協

力的 な相互作 用 な どを促 す グル ープワ
ー

ク を有効 に 活用する 必要が ある 。 こ の よ

うな方法論 を中心 とす る ユ
ース ワ

ーク こ

そが
， 青少年

・
若者の 自己成長 と自立 を

支 え る こ とが で きる の で ある 。

　以 ヒの よ うな前提 に立 ち ， 本書 の 第 2

章か ら第 7 章 まで は ， 多様な角度か ら白

立 支援 の 課題 や現 状 の 打 開策 を考察 して

い る 。

　第 2 章で は，子 ども と保護者の 私生 活

化 の 弊 害 を指摘す る 。 その 是 正 の ため に ，

地域 住民の 学校支援に よ っ て 「厳格 な秩

序 と規範の もとで の 集 団生活」 （51頁 ）

を経験 させ
， 学校 と い う公的領域内で 児

童 ・生徒が 自己 コ ン トロ ール で きる よ う

促すべ きだ と主張する 。

　第 3 章で は ， 新 しい 社 会の 形 成 者 を育

て る 「未来志 向」の 学校教 育 を実現す る

た め に，学級 を個人の 解放 とメ ン バ ー
間

の 相 互作用 を重視 す る支持 的集団に 転換

させ る こ と
， そ こ での 教 師は グル

ー
プワ

ー
カ

ー
に なる べ きこ とを論 じて い る 。

　第 4 章で は
， 青少 年施 設に おけ る グ ル
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一プ ワ
ー

クの 実 際 を描 き ， 異 質な他者 を

受 け人れ る こ との 学 び，「居 る こ との 意

味 を問わ れ ない 」 こ との 意義 ， 意味ある

他者 と して の 大人の 存在の 意義な どの 点

か ら，従 来型 で ない 新 しい 集団教育の 可

能性 を論 じて い る c，

　第 5 章で は ， 個 々 の 行為を 「い じめ」

行為 と して 文脈づ ける よ うな空間の 存在

が 問題 だ と し， 社会全体 を覆 う情報 メ デ

ィ ア空 間が バ ー
チ ャ ル な共同体 を形 成 し，

それが 「潜在的に い じめ の 『ネガ テ ィブ

な空 間』 とな りつ つ ある」 （114貞） と警

鐘 を鳴 ら して い る 。

　第 6 章で は，「学校推薦」「
一人一

社主

義」「事前 選 抜」 な ど に基 づ く高校生 の

就 職 シ ス テ ム が労働 市場 の 変化 に よ っ て

崩壊 した こ と を示 し，
こ れか らは 「キ ャ

リ ア
・
ア ン カ ー

」な ど個々 の 生 徒の 力量

向上が重要だ と論 じて い る 。

　 第 7 章 で は ， 男性優位 の性差 別構造 を

浮 き彫 りに する 。 そ の 変革 に 向けて ジ ェ

ン ダー
平等 な 「パ ー トナ ー

シ ッ プ」の 社

会化 モ デ ル の 構築が 必要だ と し，そ こで

の ポ イ ン トは社 会的 ・経 済的 自 、Zとセ ク

シ ュ ア リテ ィにか か わ る 決定
・
選択の 自

律性 だ と して い る．、

　 本書の 締め く くりにあ た る 第 8 章 と第

9 章で は
， そ れぞ れ 青少年 ・若者の 自立

支援 とユ
ース ワ

ー
ク をユ ニ ー

ク に考察 し

て い る 。 第 8 章は ， ギデ ン ズ に よる 「生

の ポ リテ ィ ク ス （life　politics）」を発展

させ ，経 済的 自立 と精神 的 自立 を両立 さ

せ る 「ホ リ ス テ ィ ッ ク （holistic） な 自

立 」 を提案 し，そ の ため に若者の 自他 へ

の 信頼感や コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能力を醸

成す る ユ
ース ワ

ー ク を活用 すべ きと卞張

70

する 。 第 9 章は ，成長志 向で 白己開示過

程 を内包す る相互 ネ ッ トワ
ー

クに よ る人

間的 自立 の 基礎づ くりに加 え ， ボ ラ ン テ

ィ ア 活動を通 した公 共的 視 点の 醸成が重

要 とし，そ れ ら を促すユ
ース ワ

ー
ク の 効

果を論 じて い る 。

　以上が 本書の 要旨で ある 。
ユ

ー
ス ワ

ー

クを通 した 貞己成長モ デ ル の 実 現 と い う

本書の 趣 旨は
， 確 固た る 社会の 枠組が消

滅 し ， 抽象的 な情報 に 依存 した 自己 形成

に偏 りが ちな現代社会に お い て は， 的確

な視点で あ る 、， しか し， 本書を通読 して

若干の 物足 りなさ を感 じる 。

　第 1 に ， い くつ かの 章 （例 え ば第 2 ・

5 ・6 ・7 章）で は
， 自己成長 モ デ ル や

ユ
ース ワ

ー クに 焦点 をあ て た議 論 が な い 。

編著で ある こ との 限 界 とは い え
， 各問題

領域 に おけ る ユ ース ワ
ーク の rt］

’
能性 を論

じる こ とで ，本書全体の 議論が 豊か に な

っ た と思 わ れ る 。 第 2 に ， 本書 が 自立 の

条件 と して 強調す る シ テ ィ ズ ン シ ッ プの

獲得 と い う点か らみ る と
，

グ ル ープ ワ ー

ク を基礎 と しなが ら も，社会
・
経済

・政

治な どに係 る問題 につ い て 多様な コ ミュ

ニ ケ ー
シ ョ ン を可能 とする ような 「公共

圏」の 形成が重要 だ と思 わ れ るが ，そ の

あ た りの 議 論 があ ま りな されて い な い 。

　 とは い うもの の
， 本書 は青少年 ・若者

の 自立 をめ ぐる現代的な問題 に つ い て ，

多様な角度か ら深い 議論を展 開 して い る 。

編者が 述べ る よ うに， たん なる 若者論 を

超 えて
， 各専門領域 か ら導か れ た 「た し

か な理 論枠組に も とつ く現実 分 析 と ， 変

革 へ の 示 唆」 （iii頁）が 小気味 よ く提示

されて い る 。 実践 と研 究 の ど ち らの 立場

か らみ て も， さま ざまな知見 を提供 して
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書　評

くれ る 良書 で あ る 。
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■ 　書　評 　■

北 澤毅 ・古賀正義 ［編 ］

「質的調査 法 を学 ぶ 人 の ため に 』

関西 大学 　山本　雄二

　書 名が 示 して い る よ うに ， この 本は後

進の 学習者 に と っ て 質的調査 の 指南書で

ある べ く書 かれ た もの で あ る 。 で は
，

ど

の よ うな意味で 指 南書 た りえて い るか 。

実 は それが むずか しい の で ある 。 こ の 本

は 単な る技術的な教則 本で は ない し， 研

究 の 魅力的 な実例 を示 して 読者 を仲間に

誘 い 込 も うとする 誘惑本 と も違 う， まし

て や 執 筆に 当た っ た著者 た ちが各 々 の 関

心 にそ っ て て ん で ば らば らに書い た もの

を集め た とい う類 の もの で は もちろ ん な

い 。 で は
，

ど うい う本 なの か。

　編者 の こ とば を借 りて こ の 本の 特徴 を

要 約すれば， ひ と まず は次の よ うに 言え

る 。 第
一

に 「エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

や 社会

構築主義の 理 論 を基 盤 に して 対象 を理 解

す る方法」 に こだ わ っ て い る 。 理 論 と い

っ て も，現場や 現象に外か ら当て はめ る

よ うな 枠組 み が あ る わ けで は ない 。 「実

践 に埋 め 込 まれ た 理論， こ とば や 振 る 舞

い の 実践 を通 して しか 見えて こ な い 理 論

を 「い ま ・こ こ 」の デ ー タか ら内在的に

表出させ る 」 （iii），
そ の よ うな意味での

理論で ある 。 第二 に 「イ ン タ ビュ
ーや エ

ス ノ グ ラ フ ィ
ー と い う，調査 され る 人 々

と直接 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン を交わす こ と

で 対 象を理解す る方法」 に こ だわ っ て い

る 。 調査 方 法の 限定で ある とい えば それ

まで だが ， 人々 の 生 の 生 活に接近 すれば

する ほ ど，話が一
貫 して い る とはい い が

た く，態度は 恣意的で あ る し， 同 じ職 場

で も人に よ っ て 言 うこ とが違 うとい っ た

ケ ー ス に もご く当た り前の よ うに出 会 う。

当事者に は ある 出来事が何事 もな い かの

よ うに 自然 に受け止め られて い て も，
ど

うして そ れが 自然に思 える の か が わ か ら

な い
， な ん て い うこ と も ざ らに あ る 。

「調 査 され る人 々 と直接 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ

ョ ン を交わす こ とで 対象 を理 解す る」 と

は， こ うした 訳 の わ か らない 錯綜地帯 に

あえ て足 を踏み入 れ る とい うこ とで ある 。

そ うして
一

緒に 行動 した り，振 る 舞 い を

観察 した り，話 を聞 い た り， またそ れ ら

を記 録 した りしなが ら，錯綜 した現場に

なん らか の ル ール を感 じ取 ろ うとす る 。

そ れが 第
一

の こ だわ りで い う理論 へ と昇

華す る とすれ ば，そ れ は幸運 で あ る 。 と

い うの は そ うい うふ うに は な らな い こ と

も充 分あ りうる か らであ る 。 頼 りない 話

で ある 。

　頼 りな い こ とは しか し ，
こ の 本で は ネ

ガ テ ィ ブ な位置を ラえ られて い な い どこ

ろか む しろ ポ ジテ ィ ブ に 評価され る 。 は

じめ か ら自分 に と っ て な じみ の ない 世界
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